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1. (25) 直径 0.1m の円管内の水の圧力勾配が 2.59kPa/mの場合について次の値を求めよ.(1) 円

管壁におけるせん断応力, (2) 円管の中心より 25mm の位置におけるせん断応力, (3) せん断速

度. ただし水の密度は 103kg/m3 とする.

2. (20) 直径 24cmの円管の水の流量を測定するために、ピトー管を用いて管中心と管壁から 5cm

の点の速度を測定してそれぞれ 15.0m/s, 13.5m/sを得た。円管内の流量および摩擦係数 λを求

めよ。ただし平均速度は V = uo−3.75u∗, τw = 1/8λρV 2 とする。また、水の密度は 103kg/m3

とする.

3. (20) 図に示す単位幅のせきを超えて流れる流量 Q を表す式を求めよ．ただし図に示す物理量

のほか，関連するものは重力の加速度 g のみとする．

4. (20) 滑かな平板上に生じた層流境界層の速度分布が次式で示されるとき,次の値を求めよ.(1)

係数 a, b, (2)δ∗, θ, H(形状係数).ただし Uは境界層外の速度,δ は境界層厚さとする.
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√
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2.

y = 5cm : u = 13.5m/s

y = 12cm : u = 15.0m/s
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u∗ = 2.18, u∗ = 0.68m/s

V = uo − 3.75u∗ = 15.0− 3.75× 0.68 = 12.45m/s
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3.

Q, H, D, g

n = 4, i = 2, m = n− i = 2 (n, d, ρ− primary variables)

π1 = QαHβgγ = L2αT−αLβLγT−2γ

L : 2α+ β + γ = 0, T : −α− 2γ = 0

α = 1(take), β = −3
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4.

y = 0 : u = 0, ie, a = 0



y = δ : u = U = bδ + cδ2,
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